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あっという間に一年も半分を過ぎてしまいましたね。残り半分も油断していたら、一瞬のうちに

お正月…を迎えることになりそうです。気を引き締めて過ごしたいと思います。 

先日、四国に出かけました。金毘羅さんや道後温泉、四万十川や大歩危小歩危峡（おおぼけこぼけ

きょう）、しまなみ海道、来島海峡などなど、弾丸ツアーでしたが見どころ満載で大満足の旅でし

た。 

 残念だったのは、九州地方に大雨が降り、その雨雲が移動してきたせいで、翌日の四万十川の遊

覧船がキャンセルになってしまったことです。梅雨とは思えないほどの真夏日なのに…。このまま

では納得しないだろうな…と添乗員さんも思ったのか、川にかかる橋（沈下橋）まで連れて行って

くれました。「ゴーッ」という迫力のある流れに圧倒され、「キャンセル納得」(-_-;)濁っていると

いう川の色はエメラルドグリーンで、本来ならどんな姿なのかが気になりリピ確定！きっときれい

な流れなのでしょうね。四万十川がモデルの「川はたまげたことだらけ」という田島征三さん作の

絵本があります。まぁ、これは読んでいただくしかありません。目にも耳にも残る絵本です。読む

方も聴く方も、笑いが止まらず次に進めなかったことがあります。 

もう一つの心残りは、なんと讃岐うどんを食べはぐったこと。これはもう事件です(>_<)スケジュ

ールの超過密さにびっくり。その分、たくさん回ることができたのですけど。次回は、じっくりゆ

っくり訪れてみたいと思います。お土産も目移りするほどたくさんありました。 

 

 

 

 

 

 

 

近隣の藤幼稚園の年長さんの自然観察会で、大学内にある小川にホタルの幼虫を放流してもらい

ました。獨協大学環境共生研究所大竹先生の事前説明に、熱心に耳を傾ける園児さんたちの姿があ

りました。他にもヤゴやタニシも発見。自宅からもってきた虫ケースに入れ、じっと眺めていまし

た。 

 
 

 

 

 

先日、陽がとっぷりと落ちてから小川付近を確認してきました。 

ひと気のない大学はなんだかちょっと不思議な空間。その中で緑がかった光を発見！ＢＧＭは近く

の小さい田んぼから聴こえる「ケロケロケロ♪」の合唱です。光が飛び交う…という状態ではない

ですが、数匹がそっと光ってるという感じ。それはそれでほのぼのとしていて癒されます。 

観察にいらっしゃる方は、ほたるをビックリさせないようにおねがいします。学内は暗くなって

います。お足もとお気をつけくださいね。 

 
 

獨協大学地域と子どもリーガルサービスセンターからのお知らせ 
 

無料面談相談のお知らせ 

●臨床心理士による子どものこころの相談  

７月２１日（火）10 時～13 時  植竹 薫 先生（文教大学臨床相談研究所 臨床心理士） 

※植竹先生の専門相談はキャンセル待ちになっています 

●医師による子育て相談 

9 月 11 日（金） 13 時～16 時  長谷川 毅先生（草加市立病院小児科部長） 

●教育カウンセラーによる子どもの相談 

7 月 29 日（水） 10 時～13 時 林 恵津子 先生（埼玉県立大准教授・臨床発達心理士） 

※林先生の専門相談はキャンセル待ちになっています 

 

 

 

 

ゲンジボタルとヘイケボタルの違い 

○生活環境 

 ゲンジボタルはきれいな河川に生息。ヘイケボタルは、田んぼや池などの流れのない水辺に生息。獨協

のほたるはヘイケボタルです。 

 ヘイケは水の汚れにも強いらしいです。ゲンジはキレイな水が好きとのこと。 

 
 

 

 

 

子どもの「生きる力」を育むためには、自然とどうかかわっていくかが重要となります。田んぼや畑など、

水や土がいたるところにあった時代には、たくさんの生き物が暮らす場所も多く、追いかけて採集したもの

です。現在では、自然を感じられる所にわざわざ行かなくてはなりませんね。そんな中、比較的近くで自然

体験ができる所を見つけました。 

桑袋ビオトープ公園（http://www1.adachi.ne.jp/biotop/）といって、足立区花畑にあります。このあた

りなら、頑張って自転車で行けそうです。獨協大学の前には「伝右川」が流れていますが、この川をたどっ

て綾瀬川に合流するところにある施設のようです。調べたらなんと、なななんと…綾瀬川に流れ込む川の中

で一番水質が悪いのが、伝右川だそうです(>_<)この川の水を浄化する施設もあるとか。 

当センターでも、自分の住んでいる街を流れる川へ興味を持ってもらい、川の浄化に向けて、何ができる

かを考える機会を作りたいと思っています。 

 

 

 

 

 

*お問い合わせ・投稿はこちらまで 
獨協大学地域と子どもリーガルサービスセンター 

〒340-0041 埼玉県草加市松原１－１－１０ TEL.048-946-1781  FAX.048-946-1782 
E-Mail: kodomolc@dokkyo.ac.jp 

 
子どもに関する相談(無料 月～金 9 時～17 時) ０４８－９４６－１７７１ 


